
USB2.0 Hi-Speed対応 

FTDI FT232H搭載
USBシリアル変換モジュール

■特徴■
１、高速通信対応のFT232HLを使用したUSBシリアル変換モジュールです。
２、USBバスパワと5V0間、3.3VとVIO間は、使い良い様に基板上にジャンパがあります。
３、28ピン両オスピン、USBコネクタ，EEPROM搭載済みです。
４、Hi-Speed 480Mbps、Full-Speed 12Mbpsに対応。
５、UART（シリアル）通信最大速度12Mbaud。
６、MPSSE（JTAG、SPI、I2C）、bit-bang機能内蔵。
７、電源はホストからUSBで供給されます（USBバスパワ動作）。
８、仮想COMポートモードにより、Windows標準のCOMポートとしてアクセスできます。
９、ドライバはFTDI社サイトにてダウンロード出来ます。
１０、I/O電圧3.3V（5V 入力トレラント）
 ■部品表■※１　　部品は実装はんだ付け済みです。
番　号 種　類 品　名 数 備考

Ｕ１ ＩＣ ＦＴ２３２ＨＬ １

Ｕ２ ＩＣ ９３ＬＣ５６Ｂ １

Ｃ１、Ｃ１７ 積層セラミックコンデンサ １０００ｐＦ ２

Ｃ２、３，５，６，８，１０，１１、
１２，１３，１６

積層セラミックコンデンサ ０．１ｕＦ １０

Ｃ４ 積層セラミックコンデンサ ４．７ｕＦ 1

Ｃ１４、Ｃ１５ 積層セラミックコンデンサ １５ｐＦ ２

Ｒ１，Ｒ１０，Ｒ１１ 抵抗 ０Ω ３

Ｒ２ 抵抗 ３９ＫΩ １

Ｒ４ 抵抗 １０ＫΩ 1

Ｒ８ 抵抗 ２ＫΩ １

Ｒ１２ 抵抗 １２ＫΩ １

Ｒ１３ 抵抗 ２７Ω １

Ｒ１４，Ｒ１５ 抵抗 ４７０Ω ２

Ｒ１６ 抵抗 １００Ω １

ＬＥＤ１ チップＬＥＤ きいろ １

ＬＥＤ２ チップＬＥＤ みどり １

ＣＲ１、ＣＲ２ パルスガードＥＳＤサプレッサ ＰＧＢ１０１０６０３ ２

ＦＢ１、ＦＢ２、ＦＢ３ ＥＭＩフイルタ ＢＬＭ１８ＰＧ６００ＳＮ ３

ＣＮ１ ＵＳＢミニ　コネクタ ＵＸ６０ＳＣ－ＭＢ－５ＳＴ １

Ｘ１ クリスタル　１２ＭＨｚ ＦＡ２３８ １

ＪＰ３，４ ジャンパー ２

－１－ ※１ 部品入手の都合等で予告なしに相当品や互換品に変更となる場合がございます。

製造ロットにより、93LC66等、容量の
大きいものに変更する場合があります。
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■パソコン用ドライバー■

本機は、 パソコンで使用する場合、専用ドライバーをインストールする必要があります。

ＦＴＤＩ社ホームページで最新ドライバーを入手して、インストールしてください。

■ＪＰ３、ＪＰ４について■

ＪＰ３で、５ＶＯへの電源供給を設定し、ＪＰ４でＶＣＣＩＯへの電源供給を設定します。

それぞれジャンパーピン（ショートピン）で設定します。

通常は、それぞれジャンパーを取り付けて、使用します。

１、ＪＰ３

ジャンパーピン（ショートピン） 電源設定

有り（ショート） ＵＳＢバスから５ＶＯ端子に５Ｖが供給される

無し（オープン） ５ＶＯ端子に外部から電源を供給する

２、ＪＰ４

ジャンパーピン（ショートピン） ＶＣＣＩＯの電源設定

有り（ショート） ３．３Ｖ出力端子からＶＣＣＩＯ端子に 3.3V
が供給される

無し（オープン） ＶＣＣＩＯに外部から電源を供給する

■リセット用抵抗回路（ＰＵ１，２）■

ＦＴ２３２Ｈには、内部リセット回路が内蔵されています。通常はこの機能をそのまま使用

します。その場合はＲＥＳＥＴ＃ピンは無接続です。

　外部電源を使用する場合、ＵＳＢに接続された時にリセットをかけるために、ＰＵ１，２回

路を使用します。

　ＰＵ１，２回路を使用したリセットを行う場合は、 ＰＵ１をＲＳＴ＃端子（５番ピン）に、ＰＵ

２をＵＳＢ端子（３番ピン）にそれぞれ接続してください。

■ＬＥＤ１、ＬＥＤ２■

ＬＥＤ１は、ＡＣＢＵＳ８につながっています。ＬＥＤ２は、ＡＣＢＵＳ９につながっています。

ＦＴＤＩ社「ＦＴ＿prog」を使い、ＥＥＰＲＯＭを書き換える事で、PWREN#やTX&RXLED#として、

使用できます。

「ＦＴ＿prog」は、 ＦＴＤＩ社ホームページで入手出来ます。

裏面のＪＰ１、ＪＰ２のパターンをカッター等で切り離すことで、ＬＥＤを無接続にする事も可能です。

ー注意―　ＡＣＢＵＳ８、９は、デフォルトでは「tristate」になっています。ＬＥＤを点灯させるには、

ＥＥＰＲＯＭの書き換えが必要です。

－２－
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■ＥＥＰＲＯＭ■

このＦＴ２３２Ｈモジュールは基板上にＥＥＰＲＯＭが搭載されています。

ＦＴＤＩ社のＥＥＰＲＯＭユーティリティＦＴＤＩ社「ＦＴ＿prog」で、書き換えが出来ます。

注意　ベンダーＩＤ、プロダクトＩＤは、書き換えるとデバイスドライバが認識できなくなる場合が

ございますので、注意してください。

★画面表示例
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■Ｊ１、Ｊ２ピンの説明■

番号 名　称 種　別 機　能（デフォルト　ＲＳ２３２Ｃ時） FT232Hピン番号

J1-1 ＧＮＤ ＰＷＲ ＧＮＤ １１

J1-2 ５Ｖ０ ＩＮＰＵＴ ＋５Ｖまたは、＋３．３Ｖ入力

ＪＰ３をショートする事で、ＵＳＢバス

から５Ｖが供給される。

４０

J1-3 ＵＳＢ ＯＵＴＰＵＴ ＵＳＢバスよりの５Ｖ出力 ー

J1-4 ＲＳＴ＃ ＩＮＰＵＴ 外部リセット入力 ３４

J1-5 ＡＣ９ Ｉ／Ｏ ＴＸ＆ＲＸＬＥＤ（ＥＥＰＲＯＭ書き換後) ３３　

J1-6 ＡＣ８ Ｉ／Ｏ ＲＷＲＥＮＬＥＤ（ＥＥＰＲＯＭ書き換後) ３２　

J1-7 ＡＣ７ Ｉ／Ｏ ＡＣＢＵＳ７（ｔｒｉｓｔｓｔｅ） ３１　

J1-8 ＡＣ６ Ｉ／Ｏ ＡＣＢＵＳ６（ｔｒｉｓｔｓｔｅ） ３０　

J1-9 ＡＣ５ Ｉ／Ｏ ＡＣＢＵＳ５（ｔｒｉｓｔｓｔｅ） ２９　

J1-10 ＡＣ４ Ｉ／Ｏ ＡＣＢＵＳ４（ｔｒｉｓｔｓｔｅ） ２８　

J1-11 ＡＣ３ Ｉ／Ｏ ＡＣＢＵＳ３（ｔｒｉｓｔｓｔｅ） ２７　

J1-12 ＡＣ２ Ｉ／Ｏ ＡＣＢＵＳ２（ｔｒｉｓｔｓｔｅ） ２６

J1-13 ＡＣ１ Ｉ／Ｏ ＡＣＢＵＳ１（ｔｒｉｓｔｓｔｅ） ２５　

J1-14 ＡＣ０ Ｉ／Ｏ ＡＣＢＵＳ０（ｔｒｉｓｔｓｔｅ） ２１　

J2-1 ＳＬＤ ＳＨＩＥＬＤ ＧＮＤ（ＵＳＢケーブルシールド） ー

J2-2 ＶＩＯ ＰＷＲ Ｉ／０電源

ＪＰ４をショートする事で、ＶＣＣ３Ｖ３

から３．３Ｖが供給される。

１２，２４，４６

J2-3 ３Ｖ３ 0UTPUT／
INPUT

３．３Ｖ電源出力　バスパワー時

３．３Ｖ電源入力　３．３Ｖ外部電源時

３９

J2-4 ＰＵ２ CONTORL リセット用抵抗端子

外部電源時 Ｊ１－３(ＵＳＢ)に接続

ー

J2-5 ＰＵ１ CONTORL リセット用抵抗端子

外部電源時 Ｊ１－４(ＲＳＴ＃)に接続

ー

J2-6 ＧＮＤ ＰＷＲ ＧＮＤ １１

J2-7 ＡＤ０ ＯＵＴＰＵＴ ＴＸＤ １３

J2-8 ＡＤ１ ＩＮＰＵＴ ＲＸＤ １４

J2-9 ＡＤ２ ＯＵＴＰＵＴ ＲＴＳ＃ １５

J2-10 ＡＤ３ ＩＮＰＵＴ ＣＴＳ＃ １６

J2-11 ＡＤ４ ＯＵＴＰＵＴ ＤＴＲ＃ １７

J2-12 ＡＤ５ ＩＮＰＵＴ ＤＳＲ＃ １８

J2-13 ＡＤ６ ＩＮＰＵＴ ＤＣＤ＃ １９

J2-14 ＡＤ７ ＩＮＰＵＴ ＲＩ＃ ２０
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■回路図■

　　部品定数に（）のある部品は、使用しませんので実装されていません。

－５－



■ＦＴ２３２Ｈピン機能表■

　この表のピン番号はＦＴ２３２Ｈのピン番号です。

　デフォルトは、ＡＳＹＮＣ　Ｓｅｒｉａｌ（ＲＳ２３２Ｃ）になっています。

　ＴＸＤＥＮ、ＲＸＬＥＤ＃、ＴＸＬＥＤ＃、ＰＷＳＳＡＶ＃は、出荷時はＡＣＢＵＳ０、ＡＣＢＵＳ３

　ＡＣＢＵＳ４、ＡＣＢＵＳ７になっています。ＥＥＰＲＯＭをを書きかえる事で、これらの機能に

　設定できます。

－６－
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